
１　はじめに

本アンケートは14、15、16、17年度に続き

第５回目である。本年度は、①森林組合員の

森林・林業経営の実態・意識、②森林組合員

の森林・林業経営に役立つための系統の進む

べき方向の模索・検討、③組合員の森林の集

団的管理に対する意識、④組合員の低コスト

林業にかかる意識、の４点を柱とし特に第４

点目を中心とした。

本年度の対象組合は平均的な林業地帯にあ

り対象組合員も平均森林所有面積が7.9haと全

国平均5.6haに近い森林所有者とした。平均的

な森林所有者の意識をつかむことを目的とし

たものである。

アンケートは3組合から組合員に郵送し、

回収時は返信用封筒で直接当総研へ回収する

方法をとった。各組合300部計900部のアンケ

ートを配布し、合計で527部を回収した。回

収率は58.6％となり、郵送による回収として

はかなり高くなった。

以下紙数の関係から重要と思われる事項を

2点に絞り紹介したい。森林・林業の危機的

状況は進行しており、もはや猶予はない。

２　仮に森林管理ができなくなり売却すると

した場合の売却価格について

設問「適正管理ができない場合の管理方法」

で「国や県・市などの公的な行政機関や社会

的集団的事業体を新たに設置し、そういう団

体などに最低限の値段で買い取ってもらう

（所有権を移す）」と回答した113世帯に「ス

ギ30年生としてhaあたりの最低売却価格」を

たずねたのが第1表である。

林野庁等の資料で平均的な地域でのスギ30

年生の山林価格を求めるとhaあたり約180万

円となる。これは通常に手入れされた山林で、

通常の売り手、買い手があって売買が成立し

たときの価格である。

これに対して第1表では、「私的経営困難と

いう理由で行政等に最低価格で売却する（引

き取ってもらう）場合の金額」と明示した上

での回答である。財産としての山林への関心

の減少を反映して「わからない」が一番多く

36.3％あるうえ、「ゼロから50万円まで」の安

価な数字が33.6％もある。一方で「100万円を

超える高価な回答」も20.3％ある。森林の場

所や手入れ状況にもよるが、「森林の価値意

識」の2極分化が

見られる。この

ことは林業経営

の「やる気」の2

極分化とも言え

る。「森林を所有

していることは
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第1表　所有林売却最低金額 



管理面では負担だし、むしろマイナスの資産

とも思える」、逆に「そうは言っても所有権

に対する報酬はそれなりに欲しい」という森

林の所有意識の2面性もその要因である。ま

た、地域は違うが数年前のアンケート結果と

比べて、経営の困難性のため、かなりの低価

格で公的に行政等に売却する（引き取っても

らう）可能性が少しずつ増大しているように

も思われる。いずれにしても、森林所有者が

森林の所有を重荷と感じるようになり、「投

げ出したい気分」になっていることは想像に

難くない。

３　地元森林の荒廃についてどう思うか

また、「地元森林の荒廃についてどう思う

か」をたずねたところ、第2表のとおり「林

業の採算が合わないのだからしかたないと思

う」が第１位で35.2％である。

いつから「森林所有者がなんとかしなけれ

ばと思う」という「責任感派」が少なくなっ

たのか。恐らくここ十年くらいの変化が大き

いと思われる。材価が1980年にピークを打っ

て、下落しつづける中で、現在の材価はピー

クの半分を割っており、山村の林業の担い手
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は高齢化し続けた。アンケートの自由意見欄

の「森林を守るべき」とする意見を要約する

と「林業は金にならないし産業としても今や

成り立たない。また財産としてみても、将来

の材価に期待はできないと思われるので、魅

力はない。しかし、祖先から受け継いだ山林

を守るのは自分たちの責務であり、経済的に

採算が合わなくても、守り続け、自分の代で

ダメにするわけにはいかない」となるが、

1980年代以降しばらくはこういった農林家が

多かったと筆者は考えていた。しかし、それ

は森林所有者の倫理観に頼った思いであり、

経済合理性の基盤が弱かったと言わざるを得

ないかもしれない。林家の世帯主が高齢化し、

自分で山林の手入れができなくなったとき、

次の世代はもう農林家というよりサラリーマ

ンとなっている場合が多い。このため林業に

対する思い入れが前世代とは大きく違って減

少しており、むしろあまりお金にな

らないで手ばかりかかる山林を負の

遺産として、負担あるいはもっと言

えば厄介に思うようになってきたの

ではないかと考えられる。その結果

「責任感派」が大幅に減り、「地域住

民・社会・行政が管理すべきだ派」

が大幅に増えたのだろう。荒れた森

林が危機的に増大しつつある昨今

「森林の管理を誰がどう担うのか」をわれわ

れ系統団体を含め社会全体が本気で考えなけ

ればならなくなっている。

（主任研究員　秋山孝臣）
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